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1　はじめに
　今、「メチシリン耐性黄色ブドウ球菌」（以下rM
RSA」と称す）は医療の中で大きな問題となり、
マスメディアでも取りあげられている。伊藤ら1）は、
rMRSAは、現在、病院内感染の原因菌として、最
も対策が必要とされている菌である。」と述べている。
臨床において看護婦は、MRSA患者と接する機会が
少なくない。また、飯塚ら2）は、　「院内感染の防止に
は医療従事者全員の取り組みへの意識が最重要であ
る。」と述べている。私達は、MRSA患者に看護介
入するにあたり、いくつかの感染予防対策を検討し、
実施している。そのためMRSAに関心を持つように
なってきた。
　それでは、今後チームの一員となる看護学生（以下
「学生」と称す）はMRSAに対してどの様な意識を
もっているのか、また、病棟実習経験の有無がMRS
Aの関心にどのように影響しているのか興味を持った。
そこで、今回学生1年生と3年生を対象にMRSAに
対する「意識」「知識」の2つの側面から調査したの
で報告する。
II研究方法
　アンケート調査（集合調査法）
対象者）学生1年生65名　3年生69名
調査内容）無記名回答質問紙法
回収率）80．5％（1年生：74％　3年生：87％）
皿　結果
別紙にて報告する。
IV考察
　アンケート内容は、意識・知識の2っの面からとら
え、1年生と3年生を比較してみた。まず、看護ケア
の経験の有無を調べたところ、1年生と比べ3年生は
高値を示している。実際、当院のMRSA発生件数
（表1参照）より、MRSAは年々増加しており1989
年度より1992年度は3倍以上となっている。また、
1993年度は4～7月までの3ケ月間で1992年度の約％
となっており、1993年度も発生件数は増加することが
予想される。この様に当院のMRSA発生件数が増加
しているのであるから、3年生が臨床でMRSA患者
に接する場面も多くなるのは当然ではないだろうか。
　次に、MRSAに対する意識について調査すると、
MRSAに関心を持った学生は、1・3年生ともに80
％をこえている。しかし、MRSA患者を受け持ちた
いと思っているのは20％以下、また「どちらともいえ
ない」「思わない」は半数以上をしめ、MRSA患者
を受けもつことに消極的になっている。そこで、MR
SAをどのように受けとめているのか調査した。　rM
RSAの知識をもっていると思う」と答えたのは、3
年生も1年生も半数をこえる。自分にとって怖いかと
いう点では3年生は30％、1年生は50％をこえる。
　理由としては、　「自分は健康人で感染はしない」と
いう考えが根底にあるが、　「自分が媒体となり感染経
路となりえる為」と返答するものが多かった。1・3
年忌共に「感染経路についての知識」と「自分は医療
者であるという自覚」のあらわれであろう。そのため、
私達は実際の臨床実習の中で医療者側が患者に対して
感染源（媒体）とならないような感染予防対策の指導
と実施がさらに必要とされる。
　次にMRSAに対する知識について調査した。易感
染者についての知識を尋ねると、ほとんどの1・3年
生が、　「免疫力・抵抗力の低下」という返答をだした。
中には「抗生物質や抗癌剤を使用」という具体的な言
葉を挙げる者もわずかにいた。1年生は老人ホーム実
習後ということもあり「老人・寝たきり老人」という
言葉もみられた。それは実習場所の特性が学生の知識
に影響を与えているのではないだろうか。次に、MR
SAの正式名称の正解率は1年生より、3年置が高値
を示した。
　しかし、MRSAが健康人から検出されると返答し
たものが1年生が3年生より高値を示し、MRSAの
正式名称とは逆の結果が示された。
　また、感染予防に対する知識であるが、感染防止対
策の具体例を羅列し、その中から選択してもらった。
ほとんど80％以上の正解率が得られた。
　臨床実習の有無に関わらず1年生も3年生もMRS
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A感染防止に対する知識をもってはいるが、実際の臨
床での体験が少ないことからMRSAに対して消極的
になっていると思われる。しかし、今回の研究の結果
においては、実習経験とMRSAの知識の関連を述べ
る事は出来ないのではないだろうか。
　そのため臨床で働く私達も、今以上にMRSAにつ
いての知識、予防対策を学び実施されていかなければ
ならないと思われる。
　上記により、実習の中でMRSA患者と接する場面
が多くなっている3年生と実習数の少ない1年生とで
は大差はなかった。
　今回のアンケート調査の結果、MRSA患者の実習
の有無と学生の意識・知識の差との関係を見い出す事
は出来なかった。
V　おわりに
　私達は、アンケート作成藁紙面上の学習だけをして
いる1年生よりも、臨床実習をしている3年生の方が
意識が強く知識が多いと予測していた。しかし、考察
の結果より臨床実習での経験が多いからといってMR
SAについてより理解しているとはかぎらないという
事がわかった。また、実際に私達もMRSA感染患者
のケアは行っているが知識については未だ知らないこ
とが多い。今後も学習し意識だけでなく、知識も深め
ていきたい。
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アンケート結果
1．MRSA患者の看護Caraを行ったことがあり
　ますか？
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3．MRSAについて関心がありますか？
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2．MRSAの患者を受け持ってみたいですか？
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4．MRSAに対する知識があると思いますか？
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※図2～図5における回答／1．かなりなる　2．ある　3．どちらともいえない4．あまりない5．ない　6．梱答　（）内は％を示す
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5．MRSAは自分にとって怖いと思いますか？
雌1（92） 2（41，5） 3（24，6） 4（IZO）5 （4，　6）
9．病棟にMRSAの患者がいる場合、他の患者への
　感染を予防するためにはどの様なことをすれば良
　いと思いますか？
3鮭 1 2（29） 3　（2　4．　6） 4（33，3） 5 （8．7）
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6．MRSAは健康な人からも検出されることがある
　と思いますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2（3．　1）
1牲 1　（92．　3） 3 （4．　6）
1年生 3年生
1．手洗い、手指消毒 98．5％100％
2．ガウンテクニック 67．7％85．5％
3．うがい 72．3％47．8％
4．マスクの使用 69．2％87．0％
5．皿SA患者に検温をしない 100％100％
6．皿SA患者を面会謝絶にする98．5％100％
7．ディスポ食器を使用する 46．2％76．8％
8．瓢RSA患者は外泊できない 87．7％85．5％
（％は正解率を示す）
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表1　特定室料金免除件数からみた発生件数
　　　　　　　　　　（院内感染防止対策より）
1．ない　2．ない　3．わからない 延べMRSA患者数 延べ日数
7．MRSAの正式名称を書いて下さい。
1牲 ・）8．（　O（63．1） ×　（36．　9）
1989年度
1990年度
1991年度
1992年度
1993年度
　41
116
119
178
　84
1069
2836
2038
3721
1735
3牲 ・X．　O（85．5） 　×（14．　5） 総計
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540　11399　　　1993年度は4～7月まで
8．MRSAに感染しやすいのは、どの様な人だと思
　いますか？　（回答例は、文章中に用いる）
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